
従来開発 ルールベール開発適用後

ビジネスルールとは

ビジネスや業務を遂行する上で判断・行動するための基準に

なるもので「〇〇ならば、××する／××しない」という【条件／

アクション】の形式で表現されます。

条件
「〇〇ならば」

業務アプリケーション

競争がより激しさを増す中、いかに市場の変化を素早く捉え、新商品やサービスを拡充

できるかがビジネスの鍵を握っています。

オージス総研は、DX時代の急速なビジネス変化に追随するIT構築を支援するため、

ルールベースAIを活用したルールベース開発ソリューションを提供します。

プロセス

データ

ビジネスルール

業務アプリケーション

プロセス

データ

ルールベース開発

ビジネスルール

ビジネスルールの表現

決定表（デシジョンテーブル）と呼ばれる表形式で表現されます。

ルールベール開発ではルールを決定表で定義することができ、

この決定表をそのまま実行することができます。

適用業務例

アクション
「□□する／△△しない」

ルールベースAI

ビジネス変化の迅速なシステム対応を実現し、
ビジネス競争力を向上

業種 業務

金融 融資審査、口座開設、リスク管理、ポイント計算

保険 加入審査、見積、査定業務、名寄せ、代理店手数料

製造 品質管理、納期回答、部材調達、BOM管理

流通 在庫管理、配送手配、輸出入、オンラインショッピング

通信 不正検知、設備工事計画、キャンペーン価格

エネルギー 電気・ガス料金計算、料金プランのリコメンド

適用パターン

入力値、選択項目等の
チェック処理

• カードの不正利用
• 法令遵守、内部統制

制約

条件に応じた計算処理

• 保険料の自動計算
• 見積、積算業務

計算

処理の振り分け

• インセンティブ条件
• 顧客へのDM送付

分類

ルールの適用を繰返して
最適解を得る

• 従業員シフト管理
• 使用量予測推論

ルールベース開発 とは

※ AIの分野では「エキスパートシステム」や「推論」に該当し、

オージス総研は、これまで蓄積したモデルベース
開発のノウハウをもとに、長年取り組んでいる
ルール開発の知見を凝縮させて、ルールベース
開発の「メソドロジー」を構築しました。

AIの一種として認知されている「ルールに特化されたAI」です。

ビジネスや業務の根幹である「ビジネスルール」
に着目し、ルールベースAI（※）を活用して業務を
自動化することで、DX時代の最適なITシステム
が構築できます。

条件 アクション

申請金額 承認者

0以上 100万未満 課長

100万以上 1000万未満 部長

1000万以上 社長

例： 見積承認ルールの決定表



導入メリット

オージス総研のルールベース開発フレームワーク

◼ 長年に渡るオブジェクト指向技術への取り組みに裏打ちされたモデリングスキルと、数多くのルールベース開発導入実績を

通して蓄積したノウハウを活かし、お客様のニーズや課題解決に最適なルールベース開発の導入プランをご提案いたします。

◼ ルールベース開発導入においては、導入の有効性を検証するPoCの実施（有償）をお薦めしております。PoCでは、ルール

ベース開発の導入効果の高い領域を明確にし、その一部をサンプルとして開発し、その効果を検証いただきます。

1. 変更要件の対応スピード向上

ビジネスルールをアプリケーションから切り出すことで、ルール側の変更

のみのシステム対応が行えます。アプリケーション側の改修は不要です。

2. 開発効率・保守性の向上

ビジネスルールを決定表で定義し、この決定表をそのまま実行できます。

設計や開発工程が短縮され、保守性も飛躍的に向上します。

3. コミュニケーションの円滑化

ルールベース開発の場合従来開発の場合

① 設計書の修正 ① 設計書≒決定表の変更

② プログラムを修正

if (申請金額 < 100万){
if (申請者.役職 == 一般 ) {
承認者= 課長

} else  {
承認者= 部長

}
（略）

✓設計書＝プログラミングなので、
仕様変更対応が早期に可能

✓ノーコードで変更できるため、プ
ログラミング工数も削減

✓業務ユーザでも理解しやすく、
ブラックボックス化を防げる

③ プログラムの単体テスト ② 変更したルールのテスト

従来のシステム開発の場合、ビジネスルールが変わるたび

アプリケーション全体に手を入れる必要があり、大きなコスト

と工数が発生します。

ルールベース開発を導入することで、この問題を解決します。

業務ユーザにも分かりやすい決定表によって業務部門とのコミュニケー

ションが円滑に行えるため、迅速な仕様の合意形成が可能です。

5. マイクロサービスによるビジネスアジリティの向上

作成したルールはシンプルなAPIで様々なシステムから利用できるため、

新しいサービスを短期間で提供することができます。

4. ブラックボックス化の防止

業務仕様が誰でも理解できる決定表で見える化され、仕様とシステムが

乖離するリスクもないため、ブラックボックス化を継続的に防げます。

実装フェーズ設計フェーズ方向付けフェーズ

ルール設計支援（ルールモデリング）

デシジョンサービス設計支援

ルール開発（ルール実装）

デシジョンサービス開発

yonobiトレーニング（基礎研修＋ルール開発演習）

ルール設計トレーニング

ルール開発

教育コンテンツ

®

ルールベース開発
プラットフォーム

ルールベース開発
導入アセスメント

・記載の会社名・yonobi（商品名）等の固有名詞、ロゴ、商品画像は、各社の商標又は登録商標です。
・記載された製品・サービスの内容は、予告なく変更する可能性があります。

https://www.ogis-ri.co.jp/pickup/brms/index.html
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TEL 03-6712-1201（東京）
TEL 052-962-9031（名古屋）
TEL 06-6871-8054（大阪）

ⒸOGIS-RI Co,Ltd 無断での引用、転載を禁じます

詳しくは、こちら

④ アプリとの結合テスト

⑤ アプリ全体をリリース

✓アプリケーション側は変更不要

✓ルールベース側だけでテストが
できるため、テスト工数も削減

③ ルールのみリリース

【見積承認ルール】仕様変更時の対応（新たな承認条件を追加するケース）

「申請金額に加えて、申請者の役職に応じて承認者を決定する」

◼ 仕様変更内容

お問い合わせは、こちら

https://www.ogis-ri.co.jp/forms/inqform.html


